
 

 

   わかたけ通信  

        ～熱海市立第二小学校 通級指導教室だより～ 
                       令和６年１月２６日 文責 女川 

寒い中でも梅の花は咲き、着実に季節は春へ向かって進んでいます。今年度も残り２か月と

なり、まとめを意識する時期となりました。わかたけ教室では、自分の

成長を実感し、自信をもって次学年へ進むことができるように、振り返

りをしていきたいと考えています。ご家庭でも伸びたところを褒めてい

ただき、「次の学年でも頑張りたい」という期待感や「安心して次の学

年に進級できる」という安心感をもたせていただけたらと思います。２

月もご支援よろしくお願いします。 

 

☆２月の休みの予定☆ 
  ２日（金）１５時から   ５日（月）１５時から：鈴木 

６日（火）午後：女川   ９日（金）午後 

※予定の変更は、個別に連絡させていただきます。 

 

☆保護者の方へのお願い☆ 

インフルエンザなどの感染症が広がっています。今後も、体調のすぐれない時はご家庭で様

子をみるなど、健康観察をよろしくお願いいたします。 

第二小学校 わかたけ教室 ８５－３３０１ 

 

≪ＡＢＡを使った子どもに届く言葉かけ例 短く、わかりやすく伝えよう≫ 

 

子どもに出す指示は、簡単で、しかも具体的な

ものにしましょう。具体的とは、それを聞いた誰

もが、同じようにできるということ。ですが、細

かく伝える必要はありません。適切な指示になっ

ているかどうか、２つのポイントでチェックする

とよいでしょう。 

第１のポイントは、「目で見て、観察できる行

動を指示しているか」。例えば、「静かにしなさ

い」と言っても、「静か」の基準は人によってさ

まざまです。大人が「黙ってほしい」と思ってい

るのに、子どもが「小さな声なら大丈夫だろう」

と思っていると、子どもは指示を守ったつもりな

のに、さらに注意されてしまいます。 

第２のポイントは、「イメージを指示していな

いか」。「しっかり」「ていねいに」などは、何

をどうしてよいか、わかりにくい言葉です。伝わ

る言葉で指示してこそ、子どもは指示を守ること

ができます。 

出版：ナツメ社 小笠原恵 加藤慎吾：著「発達の気になる子

の「困った」を「できる」に変える ＡＢＡトレーニング」 

 

私は主観や感覚に頼る指示を出していると反省

しました。「誰もが同じ行動をとれる言葉」で伝

えていきたいです。 

 



 


